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〈定時総会に関して〉 

【頂いたご意見】 

 ・説明内容、その後の紙面での対応、概ね問題なし。 

 ・所要時間の明確化の必要性 

 

〈準備段階に関して〉 

 【頂いたご意見】 

  ・訂正版が多い、何が訂正されているのかわからない 

  ・前年度の記録用紙がホームページに掲載、紛らわしい 
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〈試合結果その他公表〉 

 

 【頂いたご意見】 

 ⇒総じて、遅いという意見が多数 

  ・試合結果 

  →厳正な確認が必要であるため、現状以上に時期を早めることは難しい 

  →一方で、現状ではいたずらに発表時期を遅らせることになりかねない 

  →明確な公表日時をあらかじめ決めておく必要性 

  

     ・試合スケジュールおよび会場校の発表（特に入替戦） 

  →混乱したという意見多数 

  

     ・試合形式の決定(対面か、オンラインか) 

  →コロナの情勢を鑑みる必要性から、現状で最速の決定 
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〈オープンチャットに関して〉 

 

 【頂いたご意見】 

  ・円滑な連絡手段として機能していた、と肯定的な意見がほとんど 

  

 【報告されたトラブル】 

  ・無関係な人間の入室 

  ・関係者の入室および返信の遅延 

    →立合が主導権を握って時間調整をしない、等 

→試合三日前になって一切動きのない場合は、学連に通報する形にして

  はどうか？ 

 



5 

 

〈オンライン試合に関して〉 

 【頂いたご意見と見解】 

  ・少数派とはいえ、無視できない「問題あり」の声 

  ・問題が起こったときの対処が遅れた事案、多々報告 

→矢声を出している大学 

→立合が Zoom の仕様を把握しておらず、ルームを立てるのが遅延 

→指定外の用紙を提出されたが、訂正を要求する前に試合が開始 

→立合の許可のない、試合開始 

→交代手順を踏んでいない大学による、交代した選手を含めた立の開始 

→映像が落ちたことに気づかず、試合の続行を許す立合 

→射位線を越えて指導をしている、との相手校からの誤った指摘 

 ⇒画角の問題であり、相手校に悪意はないものと思われる 

 

 【改善案】 

  ・防止策としての、立合という役割への認識改善 

   →実施要項熟読、試合前までの不明点解消への尽力、等の徹底 

  ・事後策として、問題発生時は即座に試合を停止するという意識の徹底 

   →規約参照の上で審判たる立ち合いの判断のもと解決する 
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〈対面試合に関して〉 

 【頂いたご意見と見解】 

  ・オンラインと同様の問題発生 

  ・「わかっていない」ことが理由で発生する問題 

  →当事者間で決定する内容と、学連の決定に従わなければならない内容

      の線引き明確化 

  →全形式の試合に通用するマニュアルの作成依頼あり 

      →試合運営に支障をきたす部分のみ、大枠で連盟が指定する 

 

〈懲戒処分について〉 

 2 件、事実確認の上で懲戒処分を実行。 

 

〈その他事項に関して〉 

 ・オンライン試合で、対面試合のような開閉会式は行わないのか？ 

  →現時点では開会式・閉会式を行う形はとっておらず、特段の要望等がな

   ければ今後も義務づけることはしない方針。 

 ・オンライン試合で、矢声を出すことはできないのか 

  →開催道場間でのルールの違いや感染症対策の水準に差がある可能性を

   考慮し、可能な限り同一条件下での試合開催を実現する為、一律で禁止

      としている。 


